
 

夏休みにおける少年の非行・犯罪被害防止と有害環境の浄化（人身安全対策・少年課） 

 
   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月は「青少年の非行・被害防止全国強調月間」です！ 

●夏休みを控え、気分が緩みがちになる時期であり、子供たちを加害者にも被害者にも 

させない環境を地域ぐるみで作っていきましょう。 

インターネットの利用に起因する犯罪に青少年が巻き込まれる事案が後を絶ちません。子供に持たせ

るスマートフォンには「フィルタリング」を設定し、安全に利用できる環境を整えましょう。 

※ フィルタリングとは、携帯電話などのインターネットから有害なサイトへの 

接続を制限する機能のことです。 

携帯電話にはフィルタリングを！ 
 

子供は褒められることで、自分の存在が認められたと感じるものです。 

そして、社会の中で自分の存在価値が認められたと感じた子供は、更に自分の価値を高めたいと願うと

ともに、他者の価値も認めて行動するようになります。 

普段の親子のコミュニケーションを大切にし、子供の話をしっかりと聞いてあげましょう。 

親子のふれあいを大切に！ 

 

大麻、覚醒剤等の薬物は、脳細胞などの身体に悪影響を及ぼすほか、依存性があり、子供はその怖

さをよく理解していないために、軽い気持ちで手を出してしまうことがあります。 

その場の雰囲気や友達の誘いで薬物に手を出してはいけません。 

大人が薬物の恐ろしさをしっかりと教えてあげましょう。 

 

薬物には手を出さない！ 

アルバイトを探す時、SNSや掲示板で「高額報酬」「即日現金」等甘い言葉があれば、要注意！ 

「詐欺の受け子」や「強盗の実行犯」などの犯罪に利用される可能性があります。犯罪に気づいてやめ

ようと思っても、応募の時に送った身分証明書から脅されて、抜け出すことができません。 

怪しいなと思えば、思いとどまることが必要です。 

そのアルバイトは大丈夫？ 
 

軽い気持ちで犯してしまう「万引き」や「自転車盗」がきっかけで、ルールを守ることの大切さを見失い、 

更にエスカレートしてひったくりや強盗などの凶悪な犯罪にも手を染めてしまう場合があります。 

 まずは、大人が善悪の判断や社会のルール等について、子供の手本となるような行動を心がけましょ

う。 

万引きや自転車盗から凶悪犯罪にエスカレート！ 
 


